
52 釧路地方における海霧の観測

的のために有効であることは分かった．しかし霧の観測

手段として実用化するためには，まず海上の霧の粒度分

布や霧水量などの物理的性質が，ミリ波レーダーの反射

強度とどういう対応関係にあるかを定量的に調べる必要

がある．今回の1982年7月31日の船上観測との比較だけ

では，データの量が少なく一般化するのは難しい．降水

現象に対して気象レーダーが実用化されて行った過程を

考えれぽ，こうした試験観測はどうしても必要である．

　次に“釧路の霧”がどのような時間的，空間的変動を

するかについては，ミリ波レーダーによる長期にわたる

観測データと総観場の気象条件とを関連させて統計的に

調べる必要がある．ただミリ波レーダーで把握できる変

動のスケールは小さいので，そのまま総観場と1対1に

結び付けるのは困難なことが多い．従って，その間をつ

なぐ目的で釧路付近の大気境界層の構造を観測すること

が望ましい．第3・3節で根室の高層観測のデータを釧路

で用いる可能性について述べたが，この場合，ルーチン

のゾンデ観測が気温，湿度については1日2回しかない

こと，大気境界層内の鉛直分解能が不充分なこと，それ

に釧路と根室での接地層の日変化の仕方が違うことなど

が間題となる．そこで釧路において，低層ゾンデなどに

より高さ2，000m位までの大気境界層を必要に応じて

観測するとか，観測塔な：どにより200m位までの気象

要素の鉛直分布を時間的に連続してモニターする必要が

ある．

　以上のようにして得られる釧路での霧分布の実況と大

気の鉛直構造とを根室での高層観測や総観場と対応させ

ることにより，“釧路の霧”の全体像と基本的特性を知

ることができる．そして，これらを基にして初めて“釧

路の霧”を予測する可能性も出て来る．
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